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「手がき鯉のぼり」では金引きの工程を見学

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
夫
妻

「
手
が
き
鯉
の
ぼ
り
」「
江
戸
木
目
込
人
形
」
製
作
実
演
を
見
学

 

川
越
市
立
美
術
館

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
三
月
二
十
八

日
㈬
、
国
賓
と
し
て
来
日
し
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
グ
ス
タ
フ
国
王
夫
妻
と

と
も
に
埼
玉
県
川
越
市
を
訪
れ
、
川

越
市
立
美
術
館
で
、
埼
玉
県
指
定
伝

統
的
手
工
芸
品
の
製
作
実
演
を
見
学

さ
れ
た
。

　

実
演
が
行
わ
れ
た
の
は
「
手
が
き

鯉
の
ぼ
り
」「
江
戸
木
目
込
人
形
」「
春

日
部
桐
箪た

ん

笥す

」「
小
川
和
紙
」
の
四
品
。

「
手
が
き
鯉
の
ぼ
り
」
は
金
引
き
の

実
演
を
行
っ
た「
手
が
き
鯉
の
ぼ
り
」

「
江
戸
木
目
込
人
形
」「
春
日
部
桐
箪
笥
」

「
小
川
和
紙
」、
埼
玉
県
の
関
係
者
各
氏

工
程
を
橋
本
勝
氏
が
、「
江
戸
木
目

込
人
形
」
は
盛
上
胡
粉
に
金
箔
を
貼

る
工
程
を
有
松
寿
一
氏
が
実
演
、
説

明
補
助
を
橋
本
隆
氏
、
戸
塚
隆
氏
が

行
っ
た
。
約
二
十
分
の
間
、
伝
統
の

技
を
ご
覧
に
な
り
、
両
陛
下
は
「
手

が
き
鯉
の
ぼ
り
は
こ
う
や
っ
て
で
き

上
が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
」、「
以
前

（
岩
槻
で
人
形
の
）
頭
づ
く
り
を
見

ま
し
た
ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
と
い
う
。

　

毎
年
恒
例
の
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
式
が

四
月
二
十
三
日
㈪
、
東
京
都
千
代
田

区
霞
ヶ
関
の
厚
生
労
働
省
正
面
玄
関

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
二
十
二
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

「
児
童
福
祉
週
間
（
五
月
五
日
か
ら

十
一
日
ま
で
）」　

の
普
及
と
啓
発
を

目
的
と
し
た
行
事
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
九
年
の
今

年
は
制
定
六
十
周
年
を
迎
え
る
。

　

式
典
に
は
、
武

見
敬
三
厚
生
労
働

副
大
臣
を
始
め
、

渡
辺
要
市
日
本
鯉

の
ぼ
り
協
会
会
長
、

大
相
撲
三
月
場
所

優
勝
力
士
の
大
関

・
白
鵬
関
、
大
田

区
の
保
育
園
児
八

十
名
の
来
賓
の
ほ

厚
生
労
働
省
で

鯉
の
ぼ
り
掲
揚
式
を
開
催

日
本
鯉
の
ぼ
り
協
会

▼左端から武見副大
　臣、白鵬関、標語
　受賞者の松堂君、
　渡辺会長

か
多
数
が
出
席
。
本
年
の
「
児
童
福

祉
週
間
」
の
標
語
は
、
約
五
千
通
の

応
募
か
ら
最
優
秀
作
に
選
ば
れ
た
沖

縄
県
の
小
学
六
年
生
、
松
堂
一
成
君

の
作
品
「
見
つ
け
よ
う　

み
ん
な
が

も
っ
て
る　

い
い
と
こ
ろ
」
に
決
定

し
、
式
典
で
表
彰
さ
れ
た
。
全
員
で

鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
た
あ
と
、
お
土

産
の
小
型
鯉
の
ぼ
り
配
布
、
園
児
た

ち
の
合
唱
と
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

雨
天
の
ひ
と
と
き
の
晴
れ
間
に
、
和

や
か
に

す
べ
て

が
終
了

し
た
。



60

ＮＥＷＳ

五
月
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
を

保
育
園
な
ど
に
寄
贈

大
阪
府
人
形
問
屋
協
同
組
合

　

大
阪
府
人
形
問
屋
協
同
組
合
（
山

本
茂
理
事
長
）
は
大
阪
府
、
大
阪
市

を
通
じ
て
五
月
人
形
を
寄
贈
、
そ
の

贈
呈
式
が
四
月
二
十
日
㈮
、
大
阪
府

庁
知
事
公
館
と
大
阪
市
庁
市
長
室
で

行
わ
れ
た
。

　

同
組
合
で
は
、
子
供
た
ち
の
情
操

教
育
と
日
本
の
伝
統
を
伝
え
る
一
助

に
と
、
昭
和
三
十
年
代
よ
り
三
月
に

は
ひ
な
人
形
、
五
月
に
は
五
月
人
形

を
大
阪
府
、
市
の
関
係
施
設
な
ど
に

寄
贈
し
て
い
る
。
今
年
は
吹
田
市
の

も
み
の
木
保
育
園
と
大
阪
市
の
大
念

仏
乳
児
院
に
、
鎧
三
段
飾
り
一
式
や

鯉
の
ぼ
り
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
同
組
合
は
、
平
成
十
六
年
に

開
通
し
た
道
頓
堀
川
遊
歩
道
「
と
ん

ぼ
り
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
で
、『
第

二
回
夢
・
元
気
。
こ
ど
も
鯉
の
ぼ
り

２
０
０
７
』
を
共
催
（
主
催
／
と
ん

ぼ
り
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
会
）。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
ミ
ナ
ミ
地
区
の
活

性
化
、
安
全
安
心
な
家
族
ぐ
る
み
で

楽
し
め
る
場
所
の
構
築
を
目
指
し
て

昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。
四
月

二
十
一
㈯
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
同
組
合
が
寄
贈
し
た

一
・
五
～
三
ｍ
の
鯉
の
ぼ
り
四
セ
ッ

ト
が
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団

の
団
員
と
市
内
の
南
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
に
よ
っ
て
掲
揚
さ
れ
た
。
イ
ベ

ン
ト
は
五
月
末
日
ま
で
行
わ
れ
、
鯉

の
ぼ
り
は
期
間
中
、
ミ
ナ
ミ
の
上
空

を
遊
泳
す
る
。

道
頓
堀
川
沿
い
の「
と
ん
ぼ
り
リ
バ
ー

ウ
ォ
ー
ク
」で
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚

大阪府庁での贈呈式では、寄贈先のもみの木
保育園の園児たちがお礼の合唱を披露した
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伝
統
的
工
芸
品
「
江
戸
節
句
人
形
」
認
定
記
念
祝
賀
会
を
開
催

関
連
の
委
員
会
、
合
同
工
芸
士
会
を
発
足

 

東
京
都
雛
人
形
工
業
協
同
組
合

　

東
京
都
雛
人
形
工
業
協
同
組
合

（
柿
沼
正
志
理
事
長
）
は
四
月
二
十

四
日
㈫
、
東
京
都
台
東
区
の
上
野
精

養
軒
で
伝
統
的
工
芸
品
「
江
戸
節
句

人
形
」
認
定
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し

た
。

　

今
年
三
月
九
日
㈮
、
東
京
都
内
十

二
区
と
埼
玉
県
内
四
市
で
製
造
さ
れ

る
三
・
五
月
の
節
句
人
形
、風
俗
人
形
、

市
松
人
形
な
ど
の
江
戸
衣
裳
着
人
形

及
び
江
戸
甲
冑
が
「
江
戸
節
句
人

形
」
と
し
て
国
の
定
め
る
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。
同
組
合
は
平

成
十
五
年
よ
り
組
合
内
で
の
協
議
、

東
京
都
や
関
東
経
済
産
業
局
と
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
る
な
ど
約
四
年

に
渡
り
、
申
請
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

祝
賀
会
で
は
故
・
高
野
光
由
前
理

事
長
へ
の
黙
祷
の
後
、

柿
沼
理
事
長
が
「
今

後
、
こ
の
認
定
を
生

か
せ
る
よ
う
更
に
努

力
し
て
い
き
た
い
の

で
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
㈳
日

本
人
形
協
会
八
木
駿
一
郎
会
長
、
経

済
産
業
省
伝
統
的
工
芸
品
室
宮
村
康

夫
室
長
補
佐
、
聖
徳
大
学
専
任
講
師

是
澤
博
昭
氏
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、

東
京
都
ひ
な
人
形
卸
商
協
同
組
合
山

田
德
兵
衞
理
事
長
が
乾
杯
の
音
頭
を

取
り
、
和
や
か
に
進
行
し
た
。

　

当
日
は
祝
賀
会
に
先
立
ち
、
組
合

員
を
対
象
に
認
定
説
明
会
が
開
か
れ
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
、「
江
戸
節

句
人
形
」
の
規
定
の
説
明
の
ほ
か
、

今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
も
協
議

さ
れ
、
振
興
計
画
の
作
成
や
表
示
事

業
実
施
の
た
め
の
各
委
員
会
の
設
置

な
ど
が
決
ま
っ
た
。
併
せ
て
同
組
合

合
同
工
芸
士
会
の
設
立
総
会
も
行
わ

れ
、
組
合
内
の
国
・
都
認
定
工
芸
士

二
十
五
名
を
会
員
と
し
、
発
足
が
決

定
、
会
長
に
柿
沼
氏
が
承
認
さ
れ
た
。

四年越しの申請活動が実ったことを祝い、多数の来賓
を迎えて行われた「江戸節句人形」認定記念祝賀会。
東京都ひな人形卸商協同組合山田理事長の音頭で乾杯

▲「江戸節句人形」
　説明会。松崎光
　正伝産準備委員
　長が認定の詳細
　を説明

▲
東京都雛人形工

　業協同組合合同
　工芸士会が発足。
　会長に柿沼正志
　氏が承認された
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首
相
官
邸
に

「
鎧
飾
り
」と「
鯉
の
ぼ
り
」

　

四
月
十
二
日
㈭
か
ら
五
月
五
日

㈮
ま
で
の
約
三
週
間
、
首
相
官
邸

の
玄
関
前
に
「
鯉
の
ぼ
り
」（
６

ｍ
）
と
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
に
「
鎧

飾
り
」（
間
口
150
㎝
×
高
さ
200
㎝
）

が
飾
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
三
月
の
お
ひ
な
さ
ま

の
展
示
に
続
き
、
首
相
官
邸
を
訪

れ
る
多
く
の
人
々
に
、
日
本
の
美

し
い
伝
統
行
事
で
あ
る
「
端
午
の

節
句
飾
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
、
㈳
日
本
人
形
協
会
が
要
望

し
実
現
し
た
も
の
。

　

今
年
は
、「
鎧
飾
り
」
の
ほ
か

新
た
に
「
破
魔
弓
」
が
飾
ら
れ
、

よ
り
華
や
か
な
展
示
と
な
り
、
官

邸
に
訪
れ
た
海
外
の
要
人
を
始
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
訪
問
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
、
官
邸
の
中

庭
に
鯉
の
ぼ
り
専
用
の
ポ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
、「
鯉
の
ぼ
り
」
の
掲

揚
は
、
今
年
で
三
回
目
。
本
年
も

真
鯉
、
緋
鯉
に
青
・
緑
・
橙
の
五

匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
、
首
相
官
邸
前

で
泳
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。昨年、設置された鯉のぼ

りの専用ポールに掲揚さ
れた五匹の「鯉のぼり」

（
取
材
協
力
：
㈱
マ
ル
武
人
形
）

▲

「
緋
縅
大
鎧
」
と
「
破
魔
弓
」

　

㈱
徳
永
こ
い
の
ぼ
り
は
、
四
月
五

日
㈭
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際

規
格
「
I
S
O
９
０
０
１
」
を
取
得
。

認
証
式
は
、
東
京
・
港
区
の
登
録
業

務
会
社
B
S
I
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
㈱
に
て
行
わ
れ
、
人

形
業
界
で
は
初
の
認
証
と
な
っ
た
。

　

同
社
は
、
顧
客
の
要
望
に
応
え
る

べ
く
品
質
の
向
上
を
目
指
し
「
I
S

O
９
０
０
１
」
を
導
入
。「
自
社
の

シ
ス
テ
ム
構
築
に
半
年
以
上
取
り
組

み
経
費
も
か
か
っ
た
が
、
よ
い
先
行

投
資
に
な
っ
た
。
品
質
の
明
確
な
判

断
基
準
や
組
織
づ
く
り
が
で
き
、
社

「
I
S
O
９
０
０
１
」
を

取
得

徳
永
こ
い
の
ぼ
り

員
も
働
き
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

今
後
は
、
こ
れ
を
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
業

界
全
体
の
向
上
に
も
役
立
て
た
い
」

と
同
社
社
長
。

　

近
年
は
、「
歴
史
的
建
造
物
並
び

に
文
化
財
美
術
工
芸
の
修
理
及
び
再

生
」
の
範
囲
で
仏
像
製
作
、
寺
社
の

修
復
な
ど
日
本
文
化
の
継
承
関
係
に

も
同
規
格
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。

認定書を受ける徳永こいのぼり社長

■
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
は
？

国
際
標
準
化
機
構
（International O

r
ganization for S

tandardization

）。

工
業
標
準
の
策
定
を
目
的
と
す
る
国
際

機
関
。
現
在
、
１
４
０
ヶ
国
以
上
の
加

盟
国
が
参
加
。

■
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
は
？

Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
て
、
１
９
８
７
年
に
制
定
さ

れ
た
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
。

製
品
で
は
な
く
、
品
質
管
理
体
制
を
規

定
。
製
品
（
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
を
顧

客
へ
提
供
す
る
上
で
関
連
す
る
購
買
や

資
源
・
製
造
・
作
業
者
な
ど
を
管
理
す

る
仕
組
み
（
品
質
方
針
の
策
定
、
業
務

内
容
を
文
書
化
し
て
明
確
化
、
管
理
す

べ
き
内
容
を
記
録
・
管
理
、
運
用
シ
ス

テ
ム
を
定
期
的
に
確
認
な
ど
）
を
規
格
。

■
認
証
登
録
の
メ
リ
ッ
ト

・
従
業
員
の
責
任
、
義
務
、
品
質
に
対

す
る
意
識
・
顧
客
の
満
足
感
・
利
益
率

の
向
上
・
コ
ス
ト
削
減
・
時
間
と
資
源

の
有
効
利
用
・
意
思
の
疎
通
、
や
る
気
、

勤
労
意
欲
・
均
質
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
・
市
場
参
入
の
機
会
の
拡
大
な

ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。


